
簿記の教室メイプル Twitter 校 

２０２０年秋合宿企画 

第２回 簿記３級計算問題大会 

 

注意事項 

・ 簿記 3 級計算大会の参加の対象となる方は、次の日商簿記検定試験で 3 級を受験され

る予定の方、または現在 2級を学習されている方で、3級の内容を固めたいと考えられて

いる方です。 

・ 問題は計 10 問（基礎編 5問、応用編 5問）です。制限時間は 50分です。 

・ 事前に本問題用紙、および別途答案用紙を印刷いただきますよう、お願いいたします。 

 この表紙の印刷は不要です。また、2ページにまたがる問題はありませんので、両面印刷

でも結構です。問題文は、この表紙を含めず 6枚、答案用紙は 2枚です。 

 また、あわせて下書き用紙（何でも結構です。）もご用意ください。 

・ 計算大会に参加される方は、なるべく問題を見ないようお願いいたします。 

・ 問題は、どこから解いても構いません。 

・ 商品売買に関する問題については、特に指示のない限りは 3分法で解答してください。 

・ 仕訳の解答にあたっては、単位（円）の記載は不要です。 

・ 全て解いていただいた後に、答え合わせをします。 

問題によっては解説を載せておりますが、時間の都合上、詳しい解説は省略します。 

 のちほど、各自でご一読いただき、復習などをしていただければと思います。勿論、今回

の問題についてのご質問も歓迎します。 

・ 各問に配点があり、全部で 100 点満点です。 

 点数を気にしていただく必要はありませんが、参考としてみて下さい。 

 

それでは、始めていきましょう。 

  



第 1問 基礎編①（問題） 

 

次の取引を仕訳しなさい。 

 

［取引］ 

 商品を 700,000 円で購入し、商品代金のうちの 80％は掛けとし、残りの 20％は小切手を

振り出して支払った。なお、商品の運送料 5,000 円は現金で支払った。 

 

［使用可能勘定科目］ 

 現金、当座預金、買掛金、仕入、支払運賃 

 

第 2問 基礎編②（問題） 

 

次の取引を仕訳しなさい。 

 

［取引］ 

 Ｂ社に商品 1,000,000 円を販売し、代金のうち 500,000 円はＢ社振り出しの小切手を受

け取り、350,000 円はＣ社発行の商品券、残りの 150,000 円はＢ社振り出しの約束手形を受

け取った。 

 

［使用可能勘定科目］ 

 現金、当座預金、受取手形、売掛金、受取商品券、売上 

 

第 3問 基礎編③（問題） 

 

次の①～③の仕訳を行いなさい。なお、収益、費用の勘定科目の損益勘定への振り替え

は便宜上、まとめて諸収益、諸費用勘定を用いて仕訳すること。 

 

① 当期の収益勘定（売上勘定など）の金額合計は 10,000,000 円であったので、これを損

益勘定に振り替える。 

② 当期の費用勘定（仕入勘定など）の金額合計は 7,000,000 円であったので、これを損益

勘定に振り替える。 

③ 損益勘定で算定される当期純利益の額を、繰越利益剰余金勘定に振り替える。 

 

［使用可能勘定科目］ 

 諸費用、諸収益、損益、繰越利益剰余金 



第 4問 基礎編④（問題） 

 

期末に金庫内を調査したところ、次のものが保管されていた。このうち、簿記上現金勘定

で処理するものをすべて選び番号で答えるとともに、期末の現金勘定残高を答えなさい。 

 

① 現金 1,500,500 円 

② 他人振出小切手 300,000 円 

③ 自己振出小切手 250,000 円 

④ 郵便切手 5,000 円 

⑤ 収入印紙 30,000 円 

⑥ 送金小切手 350,000 円 

⑦ 郵便為替証書 370,000 円 

⑧ 受取商品券 50,000 円 

 

 

第 5問 基礎編⑤（問題） 

 

次の［資料］に基づき、次の問いに答えなさい。 

① 当期の売上原価算定のために必要となる決算整理仕訳を 

 ・ 売上原価の計算を仕入勘定で行う方法 

 ・ 売上原価の計算を売上原価勘定で行う方法 

 の 2つの方法により、それぞれ行いなさい。 

② 当期の売上総利益はいくらになるか。 

 

［資料］ 

  

  

［使用可能勘定科目］ 

 各自推定 

繰 越 商 品 178,000

仕 入 4,185,000 売 上 5,500,000

※ 期末商品棚卸高 … 164,000円

……

決算整理前残高試算表（一部）（単位：円）

… …

… …
…



第 6問 応用編①（問題） 

 

下記の［資料］に基づき、問①～④に答えなさい。 

なお、当社は商品売買取引をすべて掛取引により行っている。 

① ［資料］(2)の取引を 3分法、分記法のそれぞれの方法により仕訳しなさい。 

② ［資料］(3)の取引を 3分法、分記法のそれぞれの方法により仕訳しなさい。 

③ 当期の売上原価算定のために必要となる仕訳を 3 分法、分記法のそれぞれの方法によ

り行いなさい。なお、3分法によった場合の売上原価算定は仕入勘定で行うこととし、仕

訳を行う必要がない場合は、答案用紙の借方欄に「仕訳なし」と明記すること。 

④ 商品売買の記帳方法を 3 分法によった場合と分記法によった場合とでは、当期の売上

総利益の金額はいくら異なることとなるか。差額を解答しなさい。 

 

［資料］ 

(1) 期首商品棚卸高は 870,000 円である。 

(2)  当期商品仕入高は 9,900,000 円である。 

(3) 当期商品販売高は 13,200,000 円（仕入原価は 10,300,000 円）である。 

 

［使用可能勘定科目］ 

各自推定 

 

第 7問 応用編②（問題） 

 

次の［取引］を仕訳しなさい。なお、当社は 3月決算法人である。 

 

［取引］ 

① 当期の 8月 20日に、商品保管用の倉庫 2,600,000 円（税抜）を購入し、小切手を振り

出して支払った。なお、不動産業者へ手数料 300,000 円（税抜）と登記手数料 70,000 円

（消費税は非課税である）を現金で支払った。なお、当社は消費税の仕訳方法として税抜

方式を採用している。また、消費税率は 10％として計算すること。 

② 決算に当たり、①の倉庫の減価償却を行う。 

 倉庫の減価償却は、耐用年数 24年、残存価額ゼロの定額法により行う。なお、記帳方法

は間接法によっている。 

 

［使用可能勘定科目］ 

現金、当座預金、建物、仮払消費税、仮受消費税、建物減価償却累計額、 

租税公課、支払手数料、減価償却費 



 

第 8問 応用編③（問題編） 

 

次の［資料］に基づき、各問いに答えなさい。 

なお、［資料］に記載のある事項以外については一切考慮する必要はない。 

 

［資料］ 

(1) 当期首の受取手形勘定残高は 500,000 円、売掛金勘定残高は 1,000,000 円である。 

(2) 商品 15,000,000 円を売上げ、代金のうち 12,000,000 円は掛とし、 

 残額の 3,000,000 円については得意先振り出しの約束手形を受け取った。 

(3) 前期に計上した売掛金 30,000 円が貸倒れとなった。 

 なお、貸倒引当金勘定の残高は？円（各自推定）であった。 

(4) 当期中の売掛金の当座預金口座への振込による回収高は 10,970,000 円であった。 

(5) 当期中の受取手形の取立額（当座預金口座へ入金）は 2,700,000 円であった。 

(6) 当社は、期末売上債権残高に対して、毎期 3％の貸倒引当金を設定している。 

 

問い 

① 貸倒引当金勘定の残高を推定した上で、［資料］(3)の取引を仕訳しなさい。 

② 当期末の受取手形勘定、および売掛金勘定の残高はいくらになりますか。 

③ 当期の決算時に行われる、貸倒引当金を設定するための仕訳を行いなさい。 

 

［使用可能勘定科目］ 

受取手形、売掛金、貸倒引当金、貸倒引当金繰入、貸倒損失 

 



第 9問 応用編④（問題） 

 

次の［取引］に基づき、各問いに答えなさい。なお、当社は 3 月決算法人である。 

 

［取引］ 

(1) ×1年 6月 1日に、保険会社と本社ビルの火災保険契約を締結し、向こう 1年分の保

険料 4,800,000 円を小切手を振り出して支払った。 

(2) ×2年 6月 1日に、火災保険契約を更新し、保険料は小切手を振り出して支払った。 

但し、保険料率の改訂により、1年分の保険料は 5,040,000 円となった。 

 

問い 

① ×1年 6月 1日に行われる仕訳を示しなさい。 

② ×2年 3月 31日に行われる仕訳（決算整理仕訳）を示しなさい。 

③ ×2年 4月 1日に行われる仕訳（再振替仕訳）を示しなさい。 

④ ×2年 6月 1日に行われる仕訳を示しなさい。 

⑤ ×3年 3月 31日に行われる仕訳（決算整理仕訳）を示しなさい。 

⑥ ×1年度の支払保険料勘定の残高はいくらになりますか。 

⑦ ×2年度の支払保険料勘定の残高はいくらになりますか。 

 

［使用可能勘定科目］ 

 当座預金、支払保険料、前払保険料 

 

  



第 10 問 応用編⑤（問題） 

 

次の［取引］に基づき、当社で取り扱う商品の一つであるＡ商品に関する問いに答えなさい。 

 

［取引］ 

(1) 6 月 1 日現在のＡ商品の在庫は 100 個（1個あたり 1,000 円）である。 

(2) 6 月 3 日に、Ａ商品 200 個を 1個あたり 1,006 円で仕入れた。 

(3) 6 月 8 日に、Ａ商品 200 個を 1個あたり 1,200 円で販売した。 

(4) 6 月 16 日に、Ａ商品 300 個を 1個あたり 1,002 円で仕入れた。 

(5) 6 月 25 日に、Ａ商品 350 個を 1個あたり 1,207.96 円で販売した。 

 

問い 

① 6 月のＡ商品の売上高はいくらか。 

② Ａ商品の払い出し単価の計算方法を移動平均法によっていた場合の、6月の売上総利益

はいくらになるか。 

③ Ａ商品の払い出し単価の計算を移動平均法によっていた場合と先入先出法によってい

た場合では、6月末のＡ商品棚卸高の金額はいくら異なることとなるか。差額を解答しな

さい。 

 

 

 


